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差別化図り市場攻略への提案を強化
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日
工
会
が
ま
と
め
た
９
月
の

工
作
機
械
受
注
総
額
の
う
ち
、

内
需
は
前
年
同
月
比

・
３
％

増
の
４
２
２
億
５
６
０
０
万
円

で
受
注
全
体
の

・
９
％
を
占

め
た
。
内
需
が
４
０
０
億
円
を

超
え
た
の
は

カ
月
ぶ
り
。
内

需
比
率
が
４
割
を
上
回
っ
た
の

は
実
に

カ
月
ぶ
り
に
な
る
。

　
９
月
の
内
需
は
前
月
比
で
も

・
４
％
増
で
５
カ
月
連
続
の

プ
ラ
ス
。
工
作
機
械
の
受
注
は

決
算
期
末
、
長
期
休
暇
な
ど
の

季
節
要
因
に
よ
り
金
額
に
起
伏

が
生
じ
や
す
い
特
徴
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
前
月
比
の
プ

ラ
ス
が
５
カ
月
連
続
で
続
く
の

は
珍
し
い
と
い
え
る
。

　
景
況
改
善
と
と
も
に
多
く
の

国
内
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
９
月

が
４
―
９
月
期
決
算
の
期
末
で

あ
る
こ
と
も
内
需
を
押
し
上
げ

た
要
因
と
な
っ
た
。
納
期
の
長

い
大
型
機
を
中
心
に
、

年
４

月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

を
見
据
え
た
駆
け
込
み
需
要
も

一
部
発
生
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

　
一
方
、
外
需
は
伸
び
悩
み
が

続
く
。
９
月
の
外
需
は
前
年
同

月
比

・
６
％
減
の
５
８
４
億

１
０
０
万
円
で

カ
月
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
。
低
迷
の
最
大
の
要

因
は
中
国
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

関
連
需
要
の
失
速
だ
が
、
米
国

は
製
造
業
回
帰
の
動
き
を
追
い

風
に
、
自
動
車
、
航
空
機
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
な
ど
高
水
準
の

受
注
を
持
続
し
て
い
る
。
欧
州

も
債
務
危
機
を
主
因
と
す
る
低

迷
を
脱
し
、
回
復
基
調
に
あ

る
。
８
月
の
欧
州
向
け
受
注
額

は
同

・
４
％
増
の
１
０
７
億

円
で
、
４
カ
月
連
続
の
プ
ラ

ス
。
「
一
般
機
械
」
「
自
動

車
」
「
電
気
・
精
密
機
械
」

「
航
空
機
・
造
船
・
輸
送
用
機

械
」
の
主
要
４
業
種
全
て
で
前

年
同
月
実
績
を
上
回
っ
て
い

る
。

　
欧
州
や
ア
ジ
ア
メ
ー
カ
ー
と

の
熾
烈
な
競
争
を
展
開
し
て
い

し
れ
つ

る
日
本
の
メ
ー
カ
ー
だ
が
、
複

合
加
工
に
よ
る
能
率
向
上
、
自

動
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
な
ど

顧
客
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

提
案
で
差
別
化
し
、
市
場
攻
略

に
挑
ん
で
い
る
。
ま
た
き
め
細

か
な
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
顧
客
獲
得
に
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

　
９
月
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
た
欧

州
国
際
工
作
機
械
見
本
市

Ｅ

Ｍ
Ｏ
２
０
１
３

で
は
、
複
雑

な
部
品
を
能
率
良
く
加
工
で
き

る
５
軸
加
工
機
や
複
合
加
工
機

の
み
な
ら
ず
、
操
作
者
を
支
援

す
る
知
能
化
技
術
や
、
工
作
機

械
と
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ

た
自
動
化
の
提
案
も
目
立
っ

た
。
Ｅ
Ｍ
Ｏ
２
０
１
３
の
商
談

の
刈
り
取
り
が
順
調
に
進
め
ば

今
後
の
工
作
機
械
市
場
の
回
復

傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
る
だ
ろ

う
。

２０１３年度「機械の日・機械週間」絵画コンテスト

１１月１５日 （金曜日）
　　　（ ）

２０１３年 平成２５年

　日本機械学会は毎年８月７日を中心に「機械の日・機
械週間」に関する行事を展開している。今年は「夢の機
械・キカイ、未来の機械・キカイ」をテーマとした絵画
コンテストを実施。 件の応募があり、そのうち５件を
優秀賞に選定した。
　エネルギー問題や環境問題を端に発した作品、食べ物
に関する作品など、連想を膨らませた作品が多数寄せら
れた。子供の持っている未来への機械を表現してもらう
ことで、夢を育む機会になることを目的にしていた。

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会

日
工
会

が
ま
と
め
た
９
月

の
受
注
実
績
は
１
０
０
６
億
５
７
０
０
万
円
と
、
２
０
１

２
年
９
月
以
来
１
年
ぶ
り
に
１
０
０
０
億
円
の
大
台
を
突

破
し
た
。
受
注
の
中
心
は
国
内
製
造
業
。
為
替
の
円
高
修

正
や
株
価
上
昇
な
ど
を
受
け
て
、
国
内
工
作
機
械
ユ
ー
ザ

ー
の
収
益
が
改
善
し
、
老
朽
機
の
更
新
を
中
心
と
し
た
設

備
投
資
の
増
大
が
主
な
要
因
で
あ
る
。
「
も
の
づ
く
り
補

助
金
」
な
ど
、
政
府
の
設
備
投
資
支
援
策
も
工
作
機
械
の

受
注
増
を
下
支
え
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　この貼り絵は、新聞紙や、家にあったいろいろな紙を使って作りまし
た。笑っているのは未来の人たちです。ぼくは、日本人も外国人も、笑
い方は同じだということに気がつきました。そこで、世界中の笑い声を
集めて電気エネルギーに変える機械を考えました。みんなが笑顔になる
と平和に暮らせるし、自分も健康になるので一石二鳥です。
　この機械ができたら、ぼくが復興を応援している石巻に一番先に届け
たいです。
　（ 年度「機械の日・機械週間」絵画コンテスト優秀賞受賞作品）

　


